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大型酪農の定着化傾向は選抜形質の多用化を伴い，経済的観点より選抜の対象形質とはな

らなかった間接的形質 (TOMASZEWSKIet al. 1975)にも関心が持たれるようになった。乳牛管

理労働の中で一番大きい比率を占めている搾乳作業と関連する形質は，乳牛の生物学的側面.

機械との適合性からも作業効率上重要となる間接的形質である。 ξノレカーが使いよく乳房炎催

忠率の低い乳房や乳頭諸形質，そして搾乳速度が群全体で斉ーとなる場合単位時間当たり最大

の仕事量をうることも可能となる。

SCHMIDT and V AN VLECK (1973)は，搾乳速度を決定する乳牛の生理的要因として，乳

頭括約筋によってコ γ トローノレされる乳頭孔サイズを取り上げている。 ミノレカー要因から，

SCHMIDT and V AN VLECK (1969)は， 真空圧， 拍iIiIJ数及ひ'拍動比などの増加は後搾りまでの

時間を短縮させ後搾り量を増加させると報告し. GREGOIRE et al. (1954)も搾乳速度の増加を

真空圧の上昇と共に見い出した。そして乳脂率は真空圧と関係ないとしている。真空圧が高く

なると「遣い上がり現象」が早期に起こり，結果として，搾乳速度は速くなるが後搾り量も増

加するものと考えられる (FOLEYet al. 1973)。さらには，ティートカップ・ライナーの口径と

吸い口形状は，搾乳速度及び乳房炎感染に影響しないとする報告もある (SCHMIDTet al. 1963)。

搾乳速度を表わす指標として，搾乳中 1分間での最高乳量が多くの研究で取り上げられて

いる。これは，平均搾乳速度，搾乳開始1分間 2分間乳量など他の指標よりも誤差変動が少

なく，生物学的にも有意な値となるためである (DODD1953， GRIFFIN and DODD 1962， SMITH 

et al. 1974)。しかし，広範なフィーノレドで最高搾乳速度を測定する場合，器具・コ;7-.ト及び技

術者の訓練等の面で大きな障害を含んでいる。 GRIFFINand DODD (1962)は， フィーノレドに

後 家畜育種学教室からの寄稿 No.26.
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